

































































































7 化学２ 生物２ 地学２ 物理２
8 化学３ 生物３ 地学３ 物理３
9 生物２ 地学２ 物理２ 化学２
10 生物３ 地学３ 物理３ 化学３
11 地学２ 物理２ 化学２ 生物２
12 地学３ 物理３ 化学３ 生物３
13 物理２ 化学２ 生物２ 地学２












































































































































































































































































　実験・観察項目 人数 実験・観察項目 人数
天気図の作り方 31 電流計の使い方 3
川原の石の観察 23 水溶液の濃度調整 3
身の回りの地形観察 20 葉のデンプン検出 2
気体検知管の使い方 12 気体の発生と捕集 1
手回し発電機 7 ろ過 1









































































物理 13  物理，苦手だった内容も実験したり見たり
することで理解を深めることができた
   物理分野がもともとは，全然理解できてい
なかったけど，一問一答の授業形式で一つ
一つ理解できた。
   光の授業の時，同じ割合で距離を変えたと
き影の大きさが同じという理由が実感でき
ました。
   実際にやったりすることで，自分の目で確
かめることができた。実験器具のキケン性
とか。












   生物が好きなので，メダカとかそこらへん
はよくできました。
地学 12  地学の立体視を学ぶのは初めてだったが，
講義が終わる前には立体視ができるように
なった。
   地学は，高校で選択することがそもそも不
可能でしたので，大学で楽しく学ぶことが
できてよかったです。
   地学の石の見分けを付けるのは楽しんで出
来ました。地学は経験のないことをたくさ
んしたので新鮮で面白かった。

















電流 11  流れるしくみがわかった。回路がショート
する理由。電流についての理解が深まった
と思う。





 12  アルコールランプは一人一人する機会が
あったので，実際にやって，うまくできた
のでよく理解できた。
   なぜアルコールランプのふたを閉め直すか
など，操作の理由も学べたのでよく理解で
きた。
気体 11  化学で気体を発生させて捕集するという授
業が楽しかった。
   気体検知管は使ったことがなかったので，
楽しく取り組めた。
デンプン 12  生物での，葉っぱのでんぷんの有無をみる
実験の方法の解説が分かりやすかった。
   デンプンの検出や気体の発生など忘れかけ
ていたことは思い出すことができました。
立体視 12 初めてだったができるようになった。
実験 34  実験を通して思い出すことができたし，実
験には危険が伴うのだと改めて思った。
   どの授業でも実験の安全面と衛生面などを
よく理解できた。
   もう一度実験することで，方法や意義を再
度理解できた。
   各実験器具の使い方や注意事項等を学ぶこ
とができた。












































   「光」のところが，もっと学びたかった。
疑問に思ったところが多少あった。物理の
けむりのやつ（見えない光）。
   物理の授業は全員参加型でとても楽しかっ
た。もっといろんな問題を受けてみたかった。
化学 11  化学，とくに有機。もっと実験したかった
   化学の実験は子どもが怪我するかもしれな
いので，もっと詳しく学びたい。
   化学の実験で，昔習ったがすでに忘れてし
まっていたので，もっとさまざまな実験を
したかった。
   気体の発生の実験が，時間がなくてバタバ
タしていたので，もっと理解しながらやり
たかった。
















   マグマ。星座，地震について，現代の問題
と照らし合わせて。地学の地震の話（発生
のメカニズム等）
電気 ４  電気やエネルギー変換について，電気回路
電流 ８  電流や電圧について，電流計の使い方。
水溶液 ２   濃度調整など，子供たちの実験に必要な事
前準備についての知識や実情などもっと知
ることができたらよかった。
天気図 15  天気図が中途半端に終わってしまったの
で，もう一度したいと思った。
   基礎の基礎を聞きかじっただけなので，そ
の後の部分をやりたかった。
  天気図の作成をもっと詳しくしたい。




   川原の石について全部の種類を見て特徴を
理解したかった。岩石の特徴や性質。
実験 11 もっと実験したかった。





















興味 ５   子どもに興味を持たせることのできる授業
を作ること，子どもの興味の惹き方
安全 ５   実験器具を安全に子どもに使わせる方法，
安全に実験する方法




指導 ４  小学生に教えるための指導法
方法 14  実験方法，安全に実験する方法，わからせ
る方法，教育方法，教える方法，伝わりや
すい方法
知識 19  専門的な知識，生物，地学，天体，教える
よりももっとたくさんの知識，廃液の知識，
自然に知識がつく授業の流れを考える力
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